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1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
タ イ 人口（100万人） 60.68 61.28 61.85 62.32 62.91 63.49 64.05 64.60 65.15 65.63 66.09 66.53
経済成長率（％） －2.75 －7.63 4.57 4.46 3.44 6.15 7.19 6.29 4.19 4.97 5.44 1.73
マレーシア 人口（100万人） 21.77 22.33 22.91 23.50 24.12 24.73 25.32 25.91 26.48 26.83 27.10 27.60
経済成長率（％） 7.33 －7.36 6.13 8.67 0.52 5.39 5.79 6.78 4.98 5.58 6.30 4.83
フィリピン 人口（100万人） 71.65 75.16 76.78 76.79 78.59 80.16 81.88 83.56 85.26 86.97 88.71 90.50
経済成長率（％） 5.19 －0.58 3.08 4.41 2.89 3.65 4.97 6.70 4.78 5.24 6.62 4.15
インドネシア 人口（100万人） 199.28 201.58 203.91 206.27 209.21 212.19 215.22 218.29 221.40 224.56 227.76 231.01
経済成長率（％） 4.70－13.13 0.79 4.98 3.64 4.50 4.78 5.03 5.69 5.50 6.35 7.44
ベ ト ナ ム 人口（100万人） 74.31 75.46 76.60 77.64 78.69 79.73 80.90 82.03 82.39 83.31 84.22 85.12
経済成長率（％） 8.15 5.77 4.77 6.79 6.90 7.08 7.34 7.79 7.55 6.98 7.13 5.66
中 国 人口（100万人）1,236.261,247.611,257.861,267.431,276.271,284.531,292.271,299.881,307.561,314.481,321.291,328.02
経済成長率（％） 9.20 7.83 7.62 8.43 8.30 9.08 10.03 10.09 11.31 12.68 14.16 9.64
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
タ イ 人口（100万人） 66.95 67.34 67.64 67.96 68.30 68.66 68.84 68.98 69.10 69.18 69.25 69.31
経済成長率（％） －0.74 7.51 0.83 7.32 2.81 0.87 2.49 3.21 3.57 3.40 3.32 3.18
マレーシア 人口（100万人） 28.08 28.59 29.06 29.52 29.95 30.60 31.12 31.65 32.19 32.73 33.29 33.86
経済成長率（％） －1.51 7.53 5.29 5.47 4.71 5.99 4.70 4.50 5.00 5.00 5.00 5.00
フィリピン 人口（100万人） 91.00 92.60 94.20 95.80 97.48 99.43 101.42 103.45 105.52 107.63 109.78 111.98
経済成長率（％） 1.15 7.63 3.66 6.68 7.06 6.13 6.00 6.30 6.51 6.51 6.51 6.51
インドネシア 人口（100万人） 234.30 237.64 241.99 245.43 248.82 252.17 255.46 258.80 262.19 265.61 269.09 272.60
経済成長率（％） 4.70 6.38 6.17 6.03 5.58 5.03 4.66 5.10 5.50 5.80 6.00 6.00
ベ ト ナ ム 人口（100万人） 86.03 86.93 87.84 88.76 89.69 90.63 91.58 92.54 93.51 94.48 95.47 96.47
経済成長率（％） 5.40 6.42 6.24 5.25 5.42 5.98 6.50 6.40 6.00 6.00 6.00 6.00
中 国 人口（100万人）1,334.501,340.911,347.351,354.041,360.721,367.821,374.961,382.131,389.341,396.591,403.881,411.21















































































































































































最恵国 ASEAN 日本 韓国 中国 インド 米国 EU
農業用トラクター 1～5％ 0％ 0％ 0％ 0％ 1～5％ 1～5％ 1～5％
牽引トラクター 3％ 0％ 0％ 0％ 0％ 3％ 3％ 3％
バス（CKD,定員30人以上，6～18t） 15～20％ 0％ 0％ 15～20％ 15～20％ 15～20％ 15～20％ 15～20％
バス（CKD,電動車，CNGエンジン車等） 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％
バス（完成車，定員 30人以上，CVW
6～18t）
20％ 0％ 0％ 20％ 20％ 20％ 20％ 20％
バス（完成車，電動車，CHGエンジン車
等）
20％ 0％ 0％ 20％ 20％ 20％ 20％ 20％
GE搭載乗用車（CKD） 30％ 0％ 20％ 0％ 30％ 30％ 30％ 30％
GE搭載乗用車（完成車，排気量1,000cc
未満）
30％ 0％ 20％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
GE搭載乗用車（完成車，排気量 1,000～
1,500cc）
30％ 0％ 20％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
GE搭載乗用車（完成車，排気量 1,500～
3,000cc）
30％ 0％ 20％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
GE搭載乗用車（完成車，排気量3,000cc
以上）
30％ 0％ 0％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
DE搭載乗用車（CKD） 30％ 0％ 20％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
DE搭載乗用車（完成車，排気量1,000cc
未満）
30％ 0％ 20％ 0％ 30％ 30％ 30％ 30％
DE搭載乗用車（完成車，排気量 1,000～
1,500cc）
30％ 0％ 20％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
DE搭載乗用車（完成車，排気量 1,500～
3,000cc）
30％ 0％ 20％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
DE搭載乗用車（完成車，排気量3,000cc
以上）
30％ 0％ 0％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
その他燃料乗用車（CKD） 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％
その他燃料乗用車（完成車） 30％ 0％ 0％ 30％ 30％ 30％ 30％ 30％
オフロード用ダンプ（CKD） 3％ 0％ 0％ 0％ 3％ 3％ 3％ 3％
オフロード用ダンプ（完成車） 3％ 0％ 0％ 3％ 3％ 3％ 3％ 3％
貨物車（CKD） 3～30％ 0％ 0％ 3～30％ 3～30％ 3～30％ 3～30％ 3～30％
貨物車（完成車，DE車，GVW6t未満） 3～30％ 0％ 0％ 3～30％ 3～30％ 3～30％ 3～30％ 3～30％
貨物車（完成車，DE車，GVW6t以上） 3～30％ 0％ 0％ 3～20％ 3～20％ 3～20％ 3～20％ 3～20％
貨物車（完成車，GE車，GVW6t未満） 3～30％ 0％ 0％ 3～30％ 3～30％ 3～30％ 3～30％ 3～30％
貨物車（完成車，GE車，GVW6t以上） 3～30％ 0％ 0％ 3～20％ 3～20％ 3～20％ 3～20％ 3～20％
その他燃料貨物車（完成車，電動車，CNG
エンジン車等）





































最恵国 ASEAN 日本 韓国 台湾 中国 インド 米国 EU
農業用トラクター 30％ 5％ 16％ 30％ 30％ 12％ 30％ 30％ 30％
牽引トラクター 5％ 0％ 0％ 0％ 5％ 0％ 4.5％ 5％ 5％
バス（CKD,定員30人以上，
6～18t）
5～25％ 0％ 0～17％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％
バス（CKD,電動車，CNG
エンジン車等）
0～25％ 0％ 0～18％ 0～20％ 0～20％ 0～20％ 0～20％ 0～20％ 0～20％
バス（完成車，排気量 1,000
cc未満）
70％ 5％ 5％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
バス（完成車，電動車，CHG
エンジン車等）
70％ 5％ 5％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
GE搭載乗用車（CKD） 5～25％ 0～5％ 0～17％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％
GE搭載乗用車（完成車，排
気量1,000cc未満）
70％ 50％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
GE搭載乗用車（完成車，排
気量1,000～1,500cc）
70％ 50％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
GE搭載乗用車（完成車，排
気量1,500～2,500cc）
70％ 50％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
GE搭載乗用車（完成車，排
気量2,500cc以上）
59～70％ 50％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％
DE搭載乗用車（CKD） 5～25％ 0～5％ 0～17％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％
DE搭載乗用車（完成車，排
気量1,000cc未満）
70％ 50％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
DE搭載乗用車（完成車，排
気量1,000～1,500cc）
70％ 50％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
DE搭載乗用車（完成車，排
気量1,500～2,500cc）
70％ 50％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
DE搭載乗用車（完成車，排
気量2,500cc以上）
59～70％ 50％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％ 59～70％
その他燃料乗用車（CKD） 5～25％ 0～5％ 0～17％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％
その他燃料乗用車（完成車） 70％ 50％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％ 70％
オフロード用ダンプ（CKD） 5～25％ 0％ 0～17％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％
オフロード用ダンプ（完成車） 0～59％ 0％ 0～20％ 0～59％ 0～59％ 0～10％ 0～59％ 0～59％ 0～59％
貨物車（CKD） 5～25％ 0％ 0～17％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％ 5～25％
貨物車（完成車，DE車，
GVW6t未満）
10～68％ 5％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％
貨物車（完成車，DE車，
GVW6t以上）
0～68％ 5％ 0～68％ 0～68％ 0～68％ 0～68％ 0～68％ 0～68％ 0～68％
貨物車（完成車，GE車，
GVW6t未満）
10～68％ 5％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％
貨物車（完成車，GE車，
GVW6t以上）
10～68％ 5％ 10～69％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％ 10～68％
その他燃料貨物車（完成車，
電動車，CNGエンジン車等）




























































































































































































































































































































































（5） たとえば，「トヨタがベトナムから撤退する日」JBPress2013年 12月 11日，http://jbpress.
ismedia.jp/
（6）「トヨタの概況2013」，21頁。これまでトヨタ自動車は「トヨタの概況」を毎年公表してきたが，
2013年版を最後に刊行していない。これに代わってホームページで各種情報を提供しているが，「国・
地域別販売車種」のデータは，2013年版のものがそのまま利用されているため，そのまま用いた。
よって，現地で販売されている車種とデータ上の乖離が存在する可能性も否定できないが，そのまま
利用した。
（7） 貿易特化係数は，（輸出－輸入）／（輸出＋輸入）によってあらわされ，＋1.0から－1.0の間で変化
する。輸出超過の場合はプラスに分布し，輸出優位にあり，輸入超過になるとマイナスに分布し，輸
出劣位にあるといえる。輸出入額が等しい場合は0となって競合関係にあると考えられる。ウェイト
は（当該品目の輸出額＋当該品目の輸入額）／（当該国向け輸出総額＋当該国からの輸入総額）によっ
てあらわされ，当該国との間の貿易総額に占める当該品目の貿易シェアを示す。これによって，当該
品目が当該国との間で重要な貿易品であるかどうかが判断できる。
（8） 最も大きな数字を示している品目は「その他の自動車部品」である。しかしながら，この品目は，
品目上分類されなかったものをすべてまとめて計上したものであることから分析対象から除外した。
（9） ジェトロによる邦訳版を参照した。
（10） 2014年夏の現地ヒアリング調査での反応。
（11） このプログラムは ComprehensiveAutomotiveResurgenceStrategyProgram：CARSPro-
gramと呼ばれている。
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